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定例会ピックアップ
12月定例会は12月1日から12月11日までの11日間での会期で開催されました。

　令和４年９月定例会にて可決した粕屋町総合体育館(かすやドーム)大規模改造工事
について、現在工事がすすめられているところ、主に外壁に要修復カ所が多数見つかり
修復工事を追加で行う必要があり、工事金額の変更が生じました。

粕屋町総合体育館(かすやドーム)大規模改造工事の
工事請負契約の変更

2

粕屋町国民健康保険税条例における出産被保険者の
産前産後期間に係る国民健康保険税の減額

1

■対象者
　産前産後被保険者が属する国民健康保険税の納税義務者(未申告世帯は除く)
　●単胎の場合→出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間
　●多胎の場合→出産予定日または出産日が属する月の3か月前から６か月間

■施行日　令和６年１月１日 

■減額内容
　世帯主の申請に基づき、出産被保険者に係る所得割額及び均等割額を該当月分減額
　また､低所得者に対する７割､５割､２割の軽減が適用されている場合は､軽減後に減額適用
　令和５年度の所得割額・均等割額(年額)は以下のとおりです

　基準所得金額 ＝ 総所得金額 － 430000円(基礎控除額)

■契約の金額(消費税込み)
　当初の金額　 ７億8792万円
　変更後の金額 ７億9439万円(647万円の増↑)
■契約の相手方 因・荻原特定建設工事共同企業体
　　　　　　　 代表者 因建設株式会社 代表取締役 因 善嗣
■工事期間　　 令和４年９月30日から令和６年３月21日
■変更工事箇所 外壁補修工事
               　　SA棟炎感知器工事
　　　　　　　 プールアリーナ照明工事
　　　　　　　　機械室ろ過器工事
               　　バリアフリー工事

所得割額(基準所得金額×率)
均 等 割

医療分
8.12％
28000円

支援分
 2.68％
10000円

介護分
2.41％
11000円

　令和5年度分の保険税のうち令和５年４月～12月
までに係る保険税についても適用されます。
例)令和５年２月出産の場合、令和５年４月分のみ減額該当
　 令和５年４月出産の場合、令和５年４～６月分が減額該当
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仲原川河川改修工事費の減額4
　仲原川河川改修工事で資材置き場などに使用した土（建設発生土）1295㎥を町内の区
画整理事業組合の埋め立てに使用できることになり、残土処分費657万円が不用になり
ました。

帯状疱疹予防接種費用助成事業の開始3
帯状疱疹とは･･･
　水ぼうそう（水痘）の原因である「水痘・帯状疱疹ウイルス」が引き起こす病気です。個
人差はありますが、身体の左右どちらか一方に、ピリピリと刺すような痛みとこれに続
いて赤い斑点と小さな水ぶくれが帯状に現れます。加齢などによる免疫力の低下が原因
で、50歳以上から発症率が高くなり、80歳までに約３人に１人が発症すると言われてい
ます。
　帯状疱疹予防接種は任意接種ですが、費用の一部を助成することにより、発症の抑制及
び重症化の予防ならびに経済的負担の軽減を図り、町民の健康増進に寄与することを目
的としています。

■対象者
　接種日において、下記のいずれにも該当すること。
　●粕屋町に住所を有する者であること。
　●満50歳以上であること。
　●粕屋町帯状疱疹予防接種費用助成事業実施要綱の規定による助成を受けていないこと。 
　　ただし、乾燥組換え帯状疱疹ワクチンによる1回目の予防接種に係る予防接種費用助
　　成を受けた者で、同ワクチンによる2回目の予防接種を受けようとする者を除く。
　●過去に他の市町村から、同種の助成金等の交付を受けた者でないこと。

■助成額

■助成方法
　町内医療機関 → 窓口助成
　町外医療機関 → 償還払い　　　　　　

■開始時期
　令和6年1月1日以降接種分より助成

乾燥弱毒生水痘ワクチン
（生ワクチン）

乾燥組換え帯状疱疹ワクチン
（不活化ワクチン）

1回のみ

2回のみ

議会からの要望
　今回の件は道路環境整備課と都市計画課の連携により費用削減となっており、素
晴らしいことである。
　今後も各部署との連携を図り経費の削減に努めていただきたい。

助成上限額

5000円/回
(接種費用が5000円未満の場合はその額）

10000円/回
(接種費用が10000円未満の場合はその額）

予防接種の名称 助成回数



（第４回）

　今回の補正予算では、障がい者・児の利用増加に伴う福祉サービス事業費の増額や、物価
高に最も切実に苦しんでいる低所得者の生活を守るため、「物価高騰緊急支援給付金」を住民
税非課税世帯１世帯当たり７万円を追加するなど、合計８億２３２万円の増額を可決しました。
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12月
議会

5年度令和 一般会計補正予算
８億232万円を増額　 

２22億614万円総額

主な歳出予算のみピックアップ

●移住支援事業費の増額 ６００万円
●ふるさと納税業務委託料の増額 １８30万円
●ふるさとづくり基金積立の増額 ３１４１万円
●粕屋中央小学校第４期大規模改造工事費
　（エレベーター設置工事）の増額 ７９９０万円
●障がい福祉サービス事業費の増額 １億７１００万円
●町営住宅管理運営事業費の増額
　（朝日団地建替工事　資材等の価格高騰による増額） １２７８万円
●価格高騰緊急支援給付金給付事業費の増額 ３億４８５万円
●感染症予防事業（帯状疱疹ワクチン接種）の増額 ４０１万円

「令和5年度 一般会計予算」
についての討論

福永 善之
ふく なが よし　ゆき ふる いえ まさ かず

反対
討論 古家 昌和賛成

討論

　近年、選挙前になると物価高
対策という理由をつけ、特定の
層、低所得者や住民税非課税

世帯に給付金を与える施策が定着している。恩恵
を受けない中間層は、決められた税金を納めるだ
けで、何のために頑張って働いているのか。「バラマ
キ」のために税金を納めているのではなく、今の政
治に絶望感を抱いている。税金を集め、それを特定
の層にばらまき、原資が足りなくなれば増税する。
ばらまく余裕があるなら、納税者に減税するべきだ。

　注目したのは、議会の反対
を招きかねない、年度途中で
実施する提案をした帯状疱疹

ワクチン接種補助事業。帯状疱疹で苦しむ町民を
ひとりでも多く、早期に減らしたい。医療費削減
につながると考えられるこの事業をいち早く取り
入れたい。フレイル予防の観点からも、費用対効
果を重視する執行部の強い熱意を感じた。公共
の福祉向上に邁進する、まさに町民ファーストの
積極的な姿勢を高く評価し、補正予算案に賛成。

可決
議案
100号
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「議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部改正」についての討論　　

福永 善之反対
討論 杉野 公彦賛成

討論

　大企業を除き、中小企業の
賃上げは厳しい状況。昨年か
ら続く、食料品をはじめ、物価

の上昇に賃金の上昇が追いついていない。賃金
から税金や社会保障費を差し引いた町民の可処
分所得は減少しており、国民負担率は50%に迫ろ
うとしている。今後、少子化対策や防衛費増の財
源の問題として、増税も想定される。その様な社
会情勢において、議員のボーナスを上げること
は、町民の賃上げがなされるまで待つべきだ。

　議員報酬に関しては、人口
が同じレベルの他の市町村と
比較して、非常に低いと言わざ

るを得ない。全国的に議員のなり手がいない、定
員の割り込み、無投票当選が続いている情勢の中
で、市になる人口を迎えようとしている粕屋町が
郡内最低レベルの報酬水準であっていいとは思っ
ていない。今後、若い方に議員としての参加を求
めていくのであれば、報酬を上げる議論こそすれ、
下げる、据え置くという考えは持つべきではない。

可決
議案
95号

すぎ　の きみ　ひこふく なが よし　ゆき

粕屋町議会
イメージ
キャラクター
「かすカモ」

右のQRコードより採決の様子を 
ホームページでもご覧になれます。
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副町長の選任同意（池見雅彦氏）

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

特別職の職員の給与に関する条例の一部改正

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例の一部改正
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営の基準に関する条例の一部改正
住宅新築資金等貸付事業特別会計条例を廃止する条例

令和５年度　粕屋町一般会計補正予算（第４回）
令和５年度　
粕屋町国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
令和５年度　
粕屋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

令和５年度　粕屋町介護保険特別会計補正予算（第２回）

令和５年度　粕屋町水道事業会計補正予算（第２回）
令和５年度　
粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第３回）
工事請負契約の変更（仲原川河川改修（鋼矢板護岸）工事）

工事請負契約の変更（粕屋町総合体育館　大規模改造工事）

工事請負契約の変更（町立中央保育所 建替工事）

粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

一目でわかる審議結果
小
池 

弘
基

安
藤 
和
寿

山
𦚰 
秀
隆

本
田 

芳
枝

久
我 

純
治

田
川 

正
治

福
永 

善
之

川
口 

　
晃

鞭
馬 

直
澄

案
浦 

兼
敏

井
上 

正
宏

末
若 

憲
治

宮
﨑 

広
子

杉
野 

公
彦

田
代 

　
勘

古
家 

昌
和

賛
成(

人)

採
決
結
果

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

令和５年１２月定例会に提出されたのは、議案１７件です。

◎議案名はわかりやすい
　文言に置き換えています

※議案第97号は欠番 〇⇒賛成　●⇒反対　―⇒退席　欠⇒欠席

いけみまさひこ
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総務建設常任委員会

　議会報告会の一環として、町内の不
動産会社で組織する粕屋宅建会（公益
社団法人福岡県宅地建物取引業協会
東部支部所属）と意見交換を行いまし
た。宅建会から出していただいたテー
マを軸として、長年整備が進んでいな
い都市計画道路や駅前の再開発、空き
家バンクについてなど、率直な意見交
換が行われました。
　また宅建会から町営住宅の民間管
理委託や、住宅建設に係る最低敷地面
積の軽減に関する提案もいただくな
ど、今後の委員会活動に大いに役立つ
ものとなりました。
　今後、都市計画の変更も考えられる
ことから、定期的な意見交換を引き続
き進めていくこととなりました。

　当委員会では、昨年度から都市
計画道路の検証・見直しに関する問
題に取り組んでおり、この問題につ
いて福岡県・糸島市への行政視察
や粕屋宅建会との意見交換を行う
とともに、委員会での協議を重ねて
きました。
　これらの調査結果や協議を踏ま
え、令和５年11月14日、来年度予
算の編成に向けて右記の要望をし
ました。

　遅れている都市計画道路の整備を１日でも早く進められるよう、委員会としても全力で取り組
みます。

要望事項
①直近で実施された都市計画道路の見直し検
証結果（平成30年度～令和 2 年度）につい
て、本年度内に当委員会に対して路線カルテ
を開示し、説明すること。

②将来の推計交通量及び広域道路網としての
役割などを把握し、都市計画道路の優先度や
変更・廃止・存続について調査研究するため
の調査費を令和６年度予算に計上すること。

令和５年10月10日

粕屋町役場

16名

粕屋宅建会と意見交換会を開催

都市計画道路の検証・見直しに関する要望書を町長に提出

粕屋宅建会８名
議員８名（ （

実施日

出席者

場　所
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文教厚生常任委員会

令和５年10月10日

７名（議員）

福岡市こども総合相談センター
えがお館

粕屋町小中学校PTA連絡協議会との意見交換会

不登校児童生徒への支援を視察

　福岡市は不登校児童生徒の学校復帰率が全国平均より高く、令和７年４月からは「不登校特例
校」も開設されます。粕屋町とは予算規模や施設設備、人員配置も大きく違うのですが、増え続け
る不登校の課題について、居場所づくり、体制づくりなど参考になるところが、多々ありました。

PTA会長さん達のお悩みを聞きました。
　今年度からPTAへの加入意思確認が行われ、加入率が減ってくることによる活動の悩みです。
　活動のスリム化を行い負担を減らしていますが、PTA会費の扱い方や、県や九州など大
きな会合への参加の課題もあります。PTAは地域の子ども達を応援する大切な団体です。
意見交換はこれからも続けていきます。

実施日

視察先

参加人数

令和５年10月４日（水）日時 ９名（議員）参加人数サンレイクかすや場所

すべての中学校にステップルーム（校内適応指導教室）が
設置され、そこに不登校対応教員（中学校の正規教員）が
配置され授業を行っています。例えば、オンライン授業や
調理、校外学習なども実施されており、ここからの復帰率
が高く、不登校対応教員に対して研修も行われています。

　粕屋町の中学校では校内支
援センターはありますが、教師
は県費の支援加配教員で授業
は行われていません。ここに通
う生徒は自学自習になります。

1

教育相談室の施設設備や職員の配置
「えがお館」は、子どもがまた来たくなるような施設になっ
ています。簡単な時間割があり、音楽室、図書室、調理室な
どで好きな学習に取り組むことができます。

　粕屋町では「ぽると」に当たり
ますが非常に狭いです。出席扱
いですが自主学習です。

2

保護者支援について
保護者に向けて不登校に関する講座が開かれており、とて
も好評ということです。不登校に対する理解が進み、保護
者を孤立させない取り組みをしています。

　粕屋町での不登校支援につ
いてできるところから取り組む
べきで、委員会でもさらに調査
研究していきます。　

3
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議会広報常任委員会

・定例会 2 週間前から 8名の
委員がデスクと記者に分か
れて特集記事など準備
・IＴ機器を駆使し、委員会回数
も少なく、スムーズな編集作
業を行っている
・まちづくりに関心の薄い世代
に向けて、町民に関係度の高
い内容を中心に掲載
・全体的に写真を多く掲載し、
いきいきとした紙面づくり

令和５年11月16～17日

7名（議員）

より身近で親しみやすい議会広報を学ぶために視察研修を実施

粕屋町への活用

　町村議会広報全国コンクールで何度も受賞されている鳥取県大山町と、議会広報のデジタル化
に力を入れている岡山県美咲町を訪問しました。

　粕屋町のタブレット使用に
よる議会編集作業は12月議
会号から始まったばかり。
　IT機器を駆使した編集で
情報の共有が図られること
により、より充実した特集記
事、町民に対する丁寧な取材
および記事作成につながる
ことが再確認できた。

特色ある取り組み

・力まず気軽に、意欲のある希
望した議員６名で構成
・「美咲町メディアミックス構想」
に基づき議会内容を町営のケー
ブルテレビやYouTubeで配信
・「誰一人取り残さない議会」
を目指し、複数の媒体による
議会報告を実施
・紙面においては簡潔な文章、
興味を引くキャプションや見
出しなどを心がけている

粕屋町への活用

　住民参加にとても力を入れ
て、議会アンバサダー（大使）や
10名以上の参加で実施される
出前議会などの取り組みがと
ても刺激になり、導入を検討。
　IT機器を駆使してもっと効
率のよい編集作業の確立をす
る必要がある。
　YouTube配信に関しては
担当が限られているので編集
できる人材の育成が急務。

特色ある取り組み

実施日

参加人数

鳥取県大山町

岡山県美咲町　
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令和５年１１月２１日

７名（議員）

博多サンヒルズホテル

グラフィックデザイナー　長岡 光弘 氏

令和５年度町村議会広報研修会から
親しみやすく手に取って読んでみたい議会だよりを目指して

広報紙作成の基本ポイント等を学ぶため、町村議会広報研修会に参加しました。

　糟屋郡内から粕屋町を始め６紙、これに大
刀洗町、大木町の２紙、合わせて８つの町議
会広報紙がクリニックにかけられ、それぞれの
特色を知る絶好の機会となり、講師のコメント
など、大変参考になりました。
　粕屋町議会は、昨年に引き続きクリニック
を受けることになり、参加した議会広報常任
委員会委員全員が緊張しましたが、アドバイ
スやお褒めの言葉をいただき、安心しました。

　今回の視察、研修で得た知識を積極的に取り入れ、さらに親しみやすく町民の皆様が手に取って
読んでみたくなるような広報紙づくりや、ITを活用した情報発信を進めます。また、町民の皆様との
様々な意見交換の場をつくり、議会活動に反映させるよう取り組みます。

視察および研修結果の活用

開催日

会　場

講　師

参加人数
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全員協議会

令和５年１０月１７日

１６名(議員)

粕屋町役場　３階３１会議室

ペーパーレス会議システムなどの使用方法

タブレット端末およびペーパーレス会議システム研修の実施

　議会では、緊急・災害時も含めた効率的な情報の収集と発信力の向上と、議会のＩＣＴ化※や
ペーパーレス化の推進のため、タブレット端末導入についての議論を重ねてきました。
　令和４年５月に近隣先進議会への視察研修を行
い、９月には議長に対し、町執行部への予算措置の要
望と条例等の整備を進める提案書を提出しました。
　近隣市町村の多くがタブレット端末の導入が完
了する状況の中、半導体不足などの要因も重なり、
約２年の期間を費やし令和５年１０月の導入に至り
ました。

　これまで当たり前に実施してきた対面での会議や紙面での資料配付などについて、積極的に
ＩＣＴ化を図ることで、迅速かつ正確な情報が共有でき、効果的な議会活動が行えることが期待

されます。また、より使い勝手
のよいアプリケーションの導入
やセキュリティ対策の強化な
ど、さらなる議会改革推進のた
め、引き続きタブレット端末の
活用術を考えて行きます。議員
と議会事務局職員の全員が操
作に慣れるまではもう少し時間
が必要ですが、互いに学び支え
合いながら乗り越えて行きた
いと思います。

※ICT化：情報通信技術を活用して業務に
おけるコミュニケーションの円滑化、ひ
いては業務効率化や生産性向上を図る
こと。

実施日

参加人数

研修場所

研修内容
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宮
﨑 

広
子

み
や 

ざ
き 

　
ひ
ろ
　
こ

　
今
の
こ
ど
も
館
以
上
に
、学
校
に

行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る

大
き
な
場
所
と
し
て
つ
く
り
た
い
。

場
所
は
大
体
選
定
し
て
い
る
が
、財
政

的
な
問
題
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。

早
々
に
具
体
的
な
内
容
を
表
明
し
た
い
。

　
孤
立
せ
ず
に
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
の
場
づ
く
り
と
し
て
、保
護
者
向

け
研
修
会
の
開
催
は
。

　
町
独
自
の
開
催
は
し
て
い
な
い
。

子
ど
も
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
課
題
を
抱

え
て
お
り
、個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

研
修
会
は
、孤
立

防
止
や
相
談
先

の
周
知
も
含
め
、

自
治
体
、民
間
で

開
催
さ
れ
て
い

る
研
修
会
の
活

用
を
視
野
に
研

究
し
て
い
き
た
い
。

　
こ
ど
も
館
内
に
あ
る
教
育
相
談
室

「
ぽ
る
と
」が
狭
い
。時
間
帯
に
よ
り

空
い
て
い
る
こ
ど
も
館
の
ス
ペ
ー
ス

の
有
効
利
用
は
。ま
た
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
は
。

　
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
の
テ
ス
ト
勉
強

や
動
こ
う
ス
ペ
ー
ス
で
の
運
動
な
ど
、

有
効
利
用
し
て
い
る
。ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、外
部
の
協
力
を

得
な
が
ら
何
と
か
対
応
し
て
い
る
。不

登
校
の
児
童
生
徒
が
今
後
も
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、財
政
面
も
勘

案
し
、増
強
策
を
検
討
し
た
い
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
第
２

こ
ど
も
館
構
想
の
進
捗
状
況
は
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

居
場
所
づ
く
り
は

第
２
こ
ど
も
館
に
も

支
援
の
場
を
つ
く
り
た
い

町
長

宮﨑宮﨑

宮﨑

教育委員会事務局次長

町長教育委員会事務局次長

動画はコチラから

議員

その他の
質問
●
子
ど
も
達
の
健
康
な
体
づ
く
り
や

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
食
品
ロ
ス
活

動
に
つ
い
て

町政を問う　一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町では会期の始めに行っています。議員は町政全般にわたって、町長な
ど執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間６０分の範囲で１問１答※で行います。※質問、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

令和５年12月
４日～６日実施

①自主財源を拡大する施策を問う

①まちの魅力を町内外に発信する施策は

①粕屋町ライドシェア実用の考えは

①令和６年度の職員採用計画は

①不登校児童生徒の居場所づくりは

①中央・仲原幼稚園の廃園ありきでは

　
①ＭＯＡ作品展、宗教と教育の関係は

　
①ボランティア活動の推進を
②コミュニティバスの導入はいつ

①重要土地等調査法注視区域の範囲は

掲載は
質問順としています。

「ぽると」自習室

田川 正治 議員12P

福永 善之 議員12P

山𦚰 秀隆 議員13P

宮﨑 広子 議員11P

川口 晃 議員13P

鞭馬 直澄 議員14P

田代 勘 議員14P

安藤 和寿 議員15P

本田 芳枝 議員15P
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町長子ども未来課長

福
永 

善
之

ふ
く 

な
が   

よ
し 

ゆ
き

校
に
お
け
る
宗
教
教
育
や
宗
教
活
動

を
禁
止
し
て
い
る
が
。　

　
公
益
財
団
法
人
は
国
の
認
定
を
受

け
た
者
で
、宗
教
法
人
で
あ
る
世
界

救
世
教
と
は
法
的
に
別
人
格
。　

　

名
称
を
見
れ
ば
別
団
体
だ
が
、公

益
財
団
と
宗
教
団
体
の
設
立
者
は
同

一
人
物
。宗
教
団
体
は
い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
人
々
の
生
活
に
入
り
込
ん
で
く

る
。旧
統
一
教
会
の
件
で
は
、マ
イ
ン

ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
信
者
の
高

額
な
寄
付
で
苦
し
む
家
族
の
問
題
が

あ
る
。ま
た
、親
元
を
離
れ
た
大
学
生

へ
の
入
学
後
の
し
つ
こ
い
勧
誘
が
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
例
も
あ
る

よ
う
だ
。未
然
に
問
題
を
防
ぐ
必
要

か
ら
、公
教
育
の
宗
教
へ
の
関
わ
り
は

考
え
る
べ
き
で
は
。

　
問
題
が
あ
れ
ば
名
義
後
援
は
不
適

切
だ
が
、問
題
が
な
い
の
に
宗
教
だ

か
ら
と
拒
否
す
る
こ
と
は
差
別
問
題

で
は
な
い
か
。　

　
作
品
展
の
主
催
者
は
、公
益
財
団
法

人
岡
田
茂
吉
美
術
財
団
で
、岡
田
茂
吉

氏
が
設
立
し
た
世
界
救
世
教
の
関
連

団
体
。作
品
展
の
対
象
者
は
小
学
生
だ

が
、粕
屋
町
が
参
加
す
る
理
由
は
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
名
義
後
援
し

て
お
り
、各
学
校
の
判
断
で
作
品
展

に
参
加
し
て
い
る
。

　
作
品
展
に
は
協
賛
金
が
運
営
資
金

に
な
っ
て
い
る
。出
資
者
は
誰
か
。

　
町
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

母
体
が
宗
教
団
体
で
、町
が
名
義

後
援
し
て
い
る
。資
金
源
の
確
認
が

必
要
で
は
。憲
法
２０
条
で
は
、公
立
学

Ｍ
Ｏ
Ａ
作
品
展
、

宗
教
と
教
育
の
関
係
は

教
育
活
動
と
し
て

学
校
の
判
断
で
参
加

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

福永福永福永

福永福永

教育委員会事務局次長

教育委員会事務局次長

教育委員会事務局次長

教育委員会事務局次長

動画はコチラから

議員

田
川 

正
治

た　

が
わ　

 

ま
さ 

は
る 

と
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、就
学
前

教
育
と
し
て
は
一
緒
。需
要
と
し
て

町
立
幼
稚
園
の
希
望
者
が
少
な
く

な
っ
て
く
れ
ば
、存
続
さ
せ
る
か
、縮

小
す
る
か
と
い
う
議
論
が
出
る
の
は

当
た
り
前
と
思
う
。

　
中
央
・
仲
原
幼
稚
園
の
廃
園
は
、行

革
の
人
件
費
削
減
と
位
置
付
け
、町

立
幼
稚
園
廃
園
あ
り
き
の
方
針
で
、

町
長
は「
あ
り
方
検
討
会
議
」に
提
案

さ
れ
た
の
で
は
。

　

白
紙
の
状
態
で「
あ
り
方
検
討
会

議
」に
諮
問
し
た
。行
財
政
改
革
の
人

件
費
や
保
育
施
設
の
削
減
が
目
的
で

は
な
い
。私
は
人
件
費
削
減
に
つ
い
て
、

就
任
以
来
一
言
も
言
っ
て
い
な
い
。

　
仲
原
幼
稚
園
と
仲
原
保
育
所
が
閉

園
で
、小
規
模
保
育
所
を
開
園
し
た

場
合
、３
歳
以
上
の
行
き
先
は
。

　

連
携
施
設
は
、町
立
保
育
所
の
３

園
を
想
定
し
て
お
り
、仲
原
保
育
所

は
当
面
閉
園
し
な
い
。

　
児
童
福
祉
法
の
市
町
村
の
保
育
実

施
義
務
、教
育
基
本
法
の
幼
児
教
育

の
公
的
機
関
の
役
割
と
し
て
、現
在

の
各
小
学
校
区
に
あ
る
町
立
幼
稚
園

の
役
割
は
重
要
。中
央
・
仲
原
幼
稚
園

を
廃
園
し
な
い
で
存
続
す
べ
き
で
は
。

　
幼
児
教
育
保
育
の
無
償
化
の
影
響

で
、町
立
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
が
続

き
、保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化

に
よ
り
保
育
に
対
す
る
需
要
が
増
え

て
い
る
。保
育
を
必
要
と
す
る
未
就

学
児
に
、適
切
に
保
育
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、再
編
整
備
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

就
学
前
の
３
歳
以
上
の
無
償
化
に

よ
り
、世
の
中
の
価
値
観
が
大
き
く

変
わ
っ
た
と
思
う
。幼
稚
園
、保
育
園

中
央
・
仲
原
幼
稚
園
の

廃
園
あ
り
き
で
は

白
紙
状
態
で

「
あ
り
方
検
討
会
議
」に
諮
問

町
長

町長教育長

動画はコチラから

議員

田川

田川田川 教育長

その他の
質問
●
移
住
支
援
事
業
に
つ
い
て
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一
般
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問

一
般
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問

と
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、就
学
前

教
育
と
し
て
は
一
緒
。需
要
と
し
て

町
立
幼
稚
園
の
希
望
者
が
少
な
く

な
っ
て
く
れ
ば
、存
続
さ
せ
る
か
、縮

小
す
る
か
と
い
う
議
論
が
出
る
の
は

当
た
り
前
と
思
う
。

　
中
央
・
仲
原
幼
稚
園
の
廃
園
は
、行

革
の
人
件
費
削
減
と
位
置
付
け
、町

立
幼
稚
園
廃
園
あ
り
き
の
方
針
で
、

町
長
は「
あ
り
方
検
討
会
議
」に
提
案

さ
れ
た
の
で
は
。

　

白
紙
の
状
態
で「
あ
り
方
検
討
会

議
」に
諮
問
し
た
。行
財
政
改
革
の
人

件
費
や
保
育
施
設
の
削
減
が
目
的
で

は
な
い
。私
は
人
件
費
削
減
に
つ
い
て
、

就
任
以
来
一
言
も
言
っ
て
い
な
い
。

　
仲
原
幼
稚
園
と
仲
原
保
育
所
が
閉

園
で
、小
規
模
保
育
所
を
開
園
し
た

場
合
、３
歳
以
上
の
行
き
先
は
。

　

連
携
施
設
は
、町
立
保
育
所
の
３

園
を
想
定
し
て
お
り
、仲
原
保
育
所

は
当
面
閉
園
し
な
い
。

山　

 

秀　

や
ま
わ
き
　

ひ
で

た
か

　

粕
屋
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

実
態
は
、ま
だ
ま
だ
成
熟
し
て
い
な

い
と
感
じ
る
。将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
不
可

欠
な
存
在
だ
が
。

　

職
員
を
増
強
し
な
が
ら
、専
門
的

な
民
間
の
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

今
後
社
会
貢
献
に
対
す
る
気
持
ち
を

受
け
入
れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

令
和
６
年
度
に
運
行
計
画
や
委
託

準
備
、事
業
申
請
手
続
き
、そ
し
て
地

域
公
共
交
通
会
議
な
ど
新
た
な
モ
ビ

リ
テ
ィ
導
入
案
に
向
け
た
準
備
を
行

い
、令
和
７
年
度
に
実
証
運
行
を
考

え
て
い
る
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、高
齢
化
な
ど

で
減
少
傾
向
に
あ
る
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
現
状
と
課
題
は
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
数
は
、平

成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
ほ

ぼ
右
肩
上
が
り
に
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
現
在
、担
い
手
と
な
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
活
性

化
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、フ
ォ

ロ
ー
な
ど
を
ど
う
行
う
か
が
課
題
だ
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
の
醸
成
は
。

　
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
意
義
、や
り
が
い
な
ど
を
学
ん

だ
上
で
、で
き
る
こ
と
を
考
え
、内
容

を
決
め
て
実
施
し
て
い
る
。表
彰
な

ど
を
通
し
て
意
識
の
醸
成
に
つ
な
げ

て
い
る
。

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
の
推
進
を 

社
会
貢
献
を
受
け
入
れ
る

体
制
を
作
る

町
長

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の

導
入
は
い
つ 

令
和
７
年
度
に
実
証
運
行
を
計
画

都
市
計
画
課
長

山𦚰山𦚰 協働のまちづくり課長教育委員会事務局次長

山𦚰山𦚰 町長都市計画課長

動画はコチラから

議員

川
口 

晃

か
わ 

ぐ
ち　

あ
き
ら

の
提
供
を
政
府
に
せ
よ
」だ
。「
区
域

の
外
縁
近
傍
」は
柚
須
区
・
乙
仲
原
西

区
が
該
当
す
る
。注
視
区
域
の
範
囲

と
、住
民
数
の
回
答
を
。

　

対
象
の
範
囲
は
福
岡
空
港
の
範
囲

か
ら
概
ね
１
キ
ロ
以
内
。柚
須
駅
を
含

む
そ
の
西
側
、四
軒
屋
交
差
点
付
近

が
範
囲
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。柚
須

駅
は
確
実
に
入
る
。対
象
住
民
数
に
つ

い
て
は
、詳
細
等
把
握
し
て
い
な
い
。

　

内
閣
府
へ
の
報
告
に
お
い
て
外
縁

地
域
問
題
で「
柚
須
と
仲
原
」に
つ
い

て
記
述
は
し
た
の
か
。

　
都
市
計
画
課
が
報
告
を
行
っ
た
が
、

町
か
ら
の
追
加
の
記
述
は
し
て
い
な
い
。

　

内
閣
府
の「
意
見
聴
取
に
関
す
る

連
絡
文
書
」の
聴
取
す
る
意
見
の
内

容
は
、「
そ
の
他
区
域
の
外
縁
設
定
等

の
参
考
と
な
る
情
報
、区
域
案
が
所

在
す
る
地
域
の
町
字
リ
ス
ト
を
同
封

し
て
い
る
の
で
、同
日
ま
で
に
修
正

等
を
お
願
い
す
る
」だ
。リ
ス
ト
の
修

正
は
し
た
の
か
。

　

地
図
は
内
閣
府
が
作
成
し
た
。町

は「
修
正
等
は
行
な
わ
な
い
」旨
、回

答
し
た
。

　
こ
の
通
知
は「
国
が
必
要
と
し
て

い
る
情
報
の
提
供
」を
求
め
て
い
る
。

聴
取
す
る
意
見
の
内
容
は「
区
域
外

縁
近
傍
で
、過
去
に
発
生
し
た
基
本

方
針
の
例
示
と
思
わ
れ
る
行
為
＝
機

能
阻
害
行
為
の
情
報
等
、個
人
情
報

重
要
土
地
等
調
査
法

注
視
区
域
の
範
囲
は

柚
須
駅
と
そ
の
西
側
、

四
軒
屋
交
差
点
付
近
が
範
囲

総
務
課
長

川口川口 総務課長

川口川口 総務課長総務課長

動画はコチラから

議員

内閣府公表「福岡空港周囲の注視区域図」
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一
般
質
問

　
町
長
が
更
な
る
力
を
発
揮
し
、ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
が
攻
め
る

町
政
運
営
で
、強
い
粕
屋
町
に
な
れ

る
強
力
な
原
動
力
に
な
る
の
で
は
。

　

私
が
積
極
的
に
企
業
ト
ッ
プ
の
方

と
会
い
、進
出
を
呼
び
か
け
て
お
り
、

非
常
に
反
応
は
良
い
。様
々
な
分
野

の
方
々
に
粕
屋
町
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
を
行
い

た
い
。

　
先
行
投
資
な
し
で
は
将
来
は
見
え

て
こ
な
い
、中
で
も
人
材
育
成
は
ポ

イ
ン
ト
だ
。思
い
切
っ
た
先
行
投
資

を
行
い
、攻
め
の
町
政
運
営
を
強
力

に
実
行
す
る
た
め
町
長
の
更
な
る

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す
る
。

　
企
業
が
事
業
を
発
展
さ
せ
る
拠
点

と
し
て
粕
屋
町
を
ど
う
見
て
い
る
か

を
知
る
こ
と
が
大
事
で
は
。

　
粕
屋
町
を
知
っ
て
も
ら
う
、こ
れ
が

ま
ず
第
一
歩
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

業
界
団
体
・
企
業
と
交
流
会
を
設

け
、積
極
的
に
情
報
交
換
・
収
集
す
る

取
り
組
み
が
急
務
で
は
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

企
業
と
の
積
極
的
な
情
報
交
換
・

交
流
は
大
事
。福
岡
を
代
表
す
る
企

業
が
交
流
会
を
設
け
、い
ろ
ん
な
勉

強
や
研
究
を
し
て
い
る
場
に
も
職
員

を
出
し
て
人
的
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
今
後
知
識
を
得
た
り
、い
ろ

ん
な
研
究
を
す
る
た
め
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
に
な
る
と
思
う
。

町長

田
代 

勘

た
　
し
ろ
　
さ
だ
む

検
討
中
。地
価
高
騰
、建
設
単
価
高

騰
の
た
め
、最
低
敷
地
面
積
の
緩
和

も
再
検
討
中
。併
せ
て
調
整
区
域
の

解
除
も
視
野
に
入
れ
、大
型
開
発
に

は
十
分
な
支
援
を
し
な
が
ら
、住
宅

地
の
展
開
を
進
め
た
い
。

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
粕
屋
町
の
Ｐ
Ｒ
の
考
え
は
。

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、

現
在
検
討
中
。ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
有

用
な
広
告
で
あ
り
、加
え
て
物
流
ト

ラ
ッ
ク
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
も

検
討
中
。ま

た
乗
合
バ
ス

の
つ
り
革
広

告
に
つ
い
て

も
職
員
か
ら

の
発
案
で
、

様
々
な
媒
体

を
使
い
、Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
若
者
向
け
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
し
て

い
る
が
、今
後
の
展
開
は
。ま
た
新
た

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
る
か
。

　
町
を
題
材
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ド
ラ
マ

の
公
開
、Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
の
配
信
広

告
、移
住
メ
デ
ィ
ア
へ
の
記
事
掲
載
等

を
予
定
。ま
た
若
者
以
外
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
中
。

　
町
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
と
併
せ

て
、受
け
皿
と
な
る
基
盤
整
備
も
必

要
で
は
。

　

粕
屋
町
の
魅
力
は
住
み
や
す
さ
、

働
き
や
す
さ
。交
通
イ
ン
フ
ラ
も
整

備
し
つ
つ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
再

ま
ち
の
魅
力
を
町
内
外
に

発
信
す
る
施
策
は

様
々
な
媒
体
を
使
い

Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い

町
長

田代田代

田代

経営政策課長町長

町長町長

動画はコチラから

議員

鞭
馬 

直
澄

む
ち
　
ま
　
　
な
お 

ず
み

自
主
財
源
を
拡
大
す
る

施
策
を
問
う

企
業
誘
致
を

今
以
上
に
活
発
に
行
う

町
長

町長町長

動画はコチラから

議員

鞭馬鞭馬

鞭馬鞭馬

その他の
質問
●
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て　

粕屋町のランドマーク駕与丁公園

ラッピングバス（イメージ）
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問
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安
藤 

和
寿

あ
ん 

ど
う　

 

か
ず 

ひ
さ

動画はコチラから

議員

本
田 

芳
枝

ほ
ん　

だ　
　

よ
し  

え

　
令
和
6
年
度
の
職
員
採
用
計
画
は
。

　

令
和
5
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
試

験
を
取
り
入
れ
、日
本
全
国
か
ら
受

験
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

　

試
験
の
回
数
を
本
年
度
は
３
回
、

来
年
度
は
３
回
以
上
の
試
験
を
行
い
、

優
秀
な
人
材
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
今
後
の
町
の
取
り
組
み
で
必
要
と

思
わ
れ
る
専
門
職
は
。

　

社
会
福
祉
士
や
そ
の
他
の
専
門
の

知
識
を
有
す
る
職
員
は
、各
課
か
ら

の
要
望
に

基
づ
き
計

画
的
に
募

集
す
る
。本

年
度
、中
途

採
用
で
土

木
職
を
2

名
採
用
し
、

特
に
1
名

は
建
築
に

も
精
通
し

て
い
る
。

　

市
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
な
施

策
を
組
め
る
こ
と
で
、そ
れ
が
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
。若
い
方
を
呼
び
込
み
、定
住
し

て
、よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る

こ
と
が
今
後
の
方
針
に
な
る
。サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、町

は
職
員
定
数
を
見
直
し
、増
員
を
図

る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後
の
採
用
計

画
は
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、適
材

適
所
の
職
員
配
置
や
業
務
量
に
応
じ

た
職
員
数
の
割
り
振
り
な
ど
、適
正

な
定
員
管
理
を
行
っ
て
い
く
。今
後

5
年
間
の
必
要
定
数
見
込
み
の
計
画

を
立
て
、定
数
を
2
6
0
名
か
ら

3
0
0
名
に
条
例
を
改
正
し
た
。

令
和
６
年
度
の

職
員
採
用
計
画
は

今
後
も
優
秀
な

人
材
確
保
に
努
め
て
い
く

総
務
課
長

本田総務課長

本田本田 総務課長総務課長

動画はコチラから

議員

の
み
を
巡
回
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
バ

ス
を
活
用
し
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
と
し
て

投
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
目
的
は
道
路
交

通
法
に
抵
触
し
な
い
形
で
、無
料
で

公
共
施
設
を
巡
回
す
る
バ
ス
と
し
て

運
行
し
て
い
る
。福
岡
空
港
へ
の
新
た

な
運
航
ル
ー
ト
の
投
入
は
少
し
厳
し

い
。

　

朝
の
福
岡
空
港
へ
の
移
動
は
非
常

に
困
っ
て
い
る
。難
題
を
解
決
し
、粕

屋
町
の
バ
ス
が
福
岡
空
港
に
行
く
こ

と
は
注
目
さ
れ
、ふ
る
さ
と
納
税
の
発

信
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
、付
帯

的
な
部
分
も
含
め
て
是
非
運
行
を
。

　

案
と
し
て
は
非
常
に
面
白
い
。よ

り
一
層
ア
ピ
ー
ル
す
る
点
で
は
非
常

に
有
益
と
思
う
が
、費
用
対
効
果
の

検
討
や
様
々
な
規
制
の
ク
リ
ア
は
問

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。一
挙
に
解
決

す
る
の
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
思
う
。公

共
の
費
用
が
要
ら
な
い
、税
金
の
投

入
が
必
要
な
い
総
合
的
な
観
点
か
ら
、

検
討
課
題
と
す
る
。　

　
タ
ク
シ
ー
不
足
の
解
消
策
と
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
補
う
観
点
か

ら
、当
町
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
新
た
な
シ
ニ
ア
世
代
の
職

種
と
し
て
、粕
屋
町
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
考
え
は
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
既
存
の
タ
ク

シ
ー
業
界
と
の
共
存
を
図
る
た
め
の

政
策
を
国
も
考
え
て
い
る
。

　
議
員
提
案
の
高
齢
者
雇
用
対
策
事

業
は
運
転
手
の
事
故
、安
全
性
の
問

題
が
あ
る
。町
が
運
転
免
許
証
の
返

納
を
推
進
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
り
、

あ
る
程
度
相
反
す
る
政
策
に
も
な
る

た
め
慎
重
に
考
え
る
。

　
町
か
ら
福
岡
空
港
国
内
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
朝
６
時
到
着
で
、現
在
町
内

介護福祉課長町長

粕
屋
町
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

実
用
の
考
え
は

非
常
に
厚
い
岩
盤
、

慎
重
に
考
え
る

町
長

町長 安藤安藤

安藤安藤



編集後記

　赤ちゃんと一緒に絵本に触れて楽しい時間を過ごすこ
とを願い、10か月児健診と３歳児健診の際に絵本のプレ
ゼントを行っています。

　ボランティアによる読み聞かせを行っており、一緒に
赤ちゃんの動きや反応を見守ります。

この機会に家庭でも読
み聞かせを始めようと
思いました。どんな本を
選んだらいいかわからな
かったので、来てみて
良かったです。

絵本は全部読んで
しまわなくていいん
ですよ。赤ちゃんが
指差ししたり、見つめ
ていたりする絵にお話
を付け加えたりして
コミュニケーションを
とってくださいね。

　11名のボランティアグルー
プで、２名ずつの交代制で読み
聞かせを行っています。コロナ
禍の後、参加者が非常に少なく
「わっしょいフェスタ」でも呼び
かけました。10か月児健診後、
こども館へぜひお越しください。
　また、赤ちゃんに元気をもら
いますよ。読み聞かせサポート
をやってみませんか？

読み聞かせグループ
まーぶる

連絡先:かすやこども館
 ☎092-410-2230

　コロナ禍も落ち着きをみせ、多くの行事が再開しました。ボラ
ンティアによる絵本の読み聞かせもその一つです。子育て支
援を大事にしている粕屋町ならではの取り組みです。子ども
達を目の前にすると笑顔でいっぱいになります。
　行事の再開とともにサポートするボランティアさん達も活動
開始です。いろいろなところでボランティアの皆さんが活動
し、町が成り立っています。消防団、ＰＴＡ、交通安全の見守り
など多くの方々が力を貸してくださっています。
　粕屋町の全てのサポーター、ボランティアの皆様に、感謝！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ひろこ

発行：粕屋町議会　編集：議会広報常任委員会　〒811-2392 福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1　TEL 092-938-2311㈹　FAX 092-938-3150

～ブックスタートとは～

委員長：杉野 公彦／副委員長：宮﨑 広子／委員：本田 芳枝・久我 純治・鞭馬 直澄・案浦 兼敏・田代 勘・古家 昌和
発行責任者：議長 小池 弘基

3月1日（金）

3月4日（月）から
９：３０ 開始予定

９：３０ 一般質問予定
次回3月議会は・・・
お知らせ

議会だよりは、粕屋町議会ホームページにも
掲載しております。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを採
用しています。
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